（令和8年7月1日～）
海岸の占用許可における注意事項

海岸の占用許可申請に当たっては、次の事項を遵守すること。
１　申請の対象・使用範囲
・施設又は工作物（仮設物を含む。）の設置、区域の囲い込み、利用者の立入制限その他特定の場所を排他的に使用する場合は、占用許可申請の対象となること。
・許可を受けた範囲を超えて、海岸を使用し、又は他の海岸利用者を排除しないこと。
・申請内容に変更が生じる場合は、事前に海岸管理者へ相談し、必要な変更手続を行うこと。
２　海岸保全・施設保全
・海岸保全施設その他公共施設、海浜植物等を損傷又は汚損しないこと。
・占用物件は、海岸の防護機能、維持管理及び災害対応に支障を及ぼさない構造、位置及び方法で設置すること。
・油類、燃料、薬品その他海岸を汚損するおそれのあるものを使用又は保管する場合は、漏えい、飛散及び流出を防止する措置を講じること。
・台風、高波、強風その他災害のおそれがある場合は、必要な安全措置を講じること。
３　公衆利用・周辺環境への配慮
・機械器具、資材、テント、音響設備、発電機等は、許可を受けた範囲内で、他の利用者の支障とならない方法により設置・使用すること。
・騒音、振動、照明、悪臭、煙等により周辺住民及び一般利用者に迷惑を及ぼさないこと。
・占用区域を表示する場合は、許可を受けた範囲を明確にし、許可範囲を超えて表示又は設置しないこと。
４　安全管理
・事故防止を徹底し、占用内容、利用人数等に応じて必要な安全対策を講じること。
・必要に応じ、適正数の交通整理員、誘導員、監視員その他安全管理要員を配置すること。
・火気を使用する場合は、火気の管理、消火確認及び後始末を徹底すること。
５　関係法令・別手続
・危険物の設置又は使用、火気の使用、食品提供、道路使用、無人航空機又は模型飛行機の使用等、他法令により規制を受ける行為を行う場合は、関係法令を遵守し、必要な許認可等を受けること。
・関係機関、地元関係者、漁業関係者その他利害関係者との調整が必要な場合は、占用者の責任において必要な調整を行うこと。
６　維持管理・原状回復
・占用期間中は、占用物件及び占用区域を適切に維持管理し、事故、損傷、汚損等が生じないよう管理すること。

・占用区域内を清潔に保ち、ゴミその他の廃棄物を放置せず、占用者の責任で適正に処分すること。
・占用期間が満了した場合、許可が取り消された場合又は占用を廃止する場合は、占用物件を撤去し、原状回復を行うこと。
・海岸に関する工事その他の事由により、許可の変更又は取り消しが必要となった場合には、これに応じることとし、当該変更または取り消しに伴う原状回復その他必要な工事は、占用者が行うものとする。
・原状回復に要する費用は、占用者の負担とすること。
７　事故・損傷等発生時の対応
・事故、苦情、トラブル等が発生した場合は、占用者の責任で速やかに対応すること。
・公共施設、海岸保全施設、海浜植物等を損傷又は汚損した場合、又は油類等により海岸を汚損した場合は、速やかに管轄の土木（総合）事務所へ連絡し、その指示に従うこと。
・管轄の土木（総合）事務所職員から指示があった場合は、その指示に従うこと。
８　許可条件への違反等
・許可条件又は上記事項に違反した場合、又は海岸の防護、環境若しくは公衆の利用に支障を及ぼすおそれがある場合は、使用方法の変更、占用物件の撤去、使用中止その他必要な措置を求めることがある。
・必要な措置に従わない場合は、許可の取消しその他法令に基づく措置の対象となることがある。
